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 斜面模型の概念
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3.4.土の含水比管理 土の含水比管理の一例として，弱層および表層に使 
用した土の含水比試験の結果を表２に示す．土の含水比は，含水比（％）

＝｛(試料土の重量)－(試料土の乾燥重量)｝/（試料土の乾燥重量）×100
で算出した．表２より，測定期間内での最大含水比はWmax=9.33（％）・
最小含水比 Wmin=9.22（％）と，Renge=0.11（％）の範囲に収まってい
ることが分かる．なお，基盤層および補強土部の土の含水比についても，

測定期間内にてほとんど変化の無いことを確認している． 
3.5.模型土の水分管理 乾燥による土の強度低下を防止するため，製作中

の斜面模型の土の水分管理にも万全を期した．事前吸水試験により選定し

た最適な不織布とビニールシートを模型表面に被せて水分の蒸発を防ぐと

ともに，写真６に示すように，一層斜面模型にて土壌水分計による模型内

部の含水比測定のモニタリングを実施した．モニタリングの結果を図２に

示す．なお，今回使用した土壌水分計による土の含水比は体積比で，含水

比（％）＝｛（表示値）/（土粒子密度）｝×（校正係数）で表される．図２
より，測定期間中の模型土内の含水比は，W=8.52～8.61（％）とほとんど
変動していないことが確認される． 
４．おわりに E-Defenseで実施した振動台実験において，
良質な斜面模型構築のための施工管理について述べた．上述

の施工管理の徹底により，事前に実施した安定解析と振動台

試験によって発生したすべり線がほぼ一致する結果が得られ

た 3)4)5)．当該事例が同様な実験模型構築の際の参考になれば

幸いである． 
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測定年月日 含水比(％) 備考 

2011/10/19 9.25 

全６本平均値 

2/11/10/23 9.29 
2011/10/26 9.25 
2011/10/27 9.25 
2011/10/29 9.33 
2011/11/09 9.33 
2011/11/11 9.29 
2011/11/15 9.33 
2011/11/16 9.22 
2011/11/17 9.31 

範囲(Renge) 0.11  

表２ 撹拌土の含水比測定結果(弱層･表層) 

写真 1 撹拌土のふるい掛け 写真２ 事前締固め試験 写真３ 模型地盤の締固め 

写真４ 標点設置状況 写真５ レベル測定 写真６ 模型内部の含水比測定
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図２ 模型内部の含水比の経時変化 


